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審議内容① 地域別協議会の設置順について（学校規模）       

【審議内容】 

 

 

 

 
 

 

 

 

【留意点】 

 

 

 

 

 

 

 

審議内容② 地域別協議会の設置順について（通学距離）       

【審議内容】 

 

 

 

 
 

 

 

【留意点】 

 

 

 

 

 

 

 

 基本方針改定版では、適正化の検討のための基準に該当した小中学校について、

地域ごとに学校関係者、保護者、地域の方々で構成する地域別協議会を設置し、地

域における合意形成を図りながら適正化を進めていくこととしています。 

 現在、学校規模について、適正化の検討のための基準に該当する小学校（11 学級

以下）は、11 校あります。中学校（５学級以下）はありません。 

 この 11校の地域別協議会を設置する順番について、ご意見を伺います。 

○11 校の中には同一地域の学校があります。 

○老朽化による建て替えや改修の時期も考慮する必要があります。統廃合等の検討

結果によって、建て替えや改修の予定が変わってきます。 

○地域別協議会の設置について、計画の期間は、「横須賀市施設配置適正化計画」に

基づき、平成 46年度（2034 年度）までの開催スケジュールを示します。 

 現在、通学距離について、適正化の検討のための基準に該当する小学校（２キロ

メートル程度を超える場合）は、10 校、中学校（３キロメートル程度を超える場合）

は５校あります。 

 また、通学区域が飛び地となっている小中学校がそれぞれ１校ずつあります。 

 これらの学校の地域別協議会を設置する順番について、ご意見を伺います。 

○学校規模と通学距離の両方が、適正化の検討対象となっている学校・地域があり

ます。 

○通学距離のみ適正化の検討対象となっている学校があります。 

○２キロ、３キロ圏内に学校が無い場所もあります。 
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【第４回審議会における意見：審議内容①②について】 

 

○地域別協議会設置の前に、学校や保護者が抱える問題や意見を聞く場が必要

ではないか。 

 

○小規模過ぎて、教育環境として、不適切であると、声が挙がっている地域が

あれば、優先的に手当していくべきである。地域の声の大きさによって、今、

問題を抱えている地域を優先的に取り扱っていくという決め方が考えられる。 

 

○今回、適正化の検討対象となっている学校・地域について、前回からの検討

の経緯で分けると、①地域別協議会において、結論が出た地域、②地域別協

議会を開催したが、協議が途中で終わって、保留となっている地域、③諸事

情により地域別協議会が開催されなかった地域、④今回、新たに適正化検討

対象に加わった地域の４つのパターンがあり、地元の声などを加味しつつ、

前回の地域別協議会の結果を考慮して決めることを提案する。 

 

○昔は、中学校区が行政センター単位で、それが 1 つの括りだったが、中学校

の統合によって、その括りでなくなった地域もある。地域運営協議会などに

してみても、ＰＴＡがどこにどう関わっていけばよいのか分からないという

ような状況も生じている。どういう地域で、どういう考え方の中で関わって

いけばよいかということが、昔よりも複雑になってきているように感じる。

小中一貫教育や学校選択制廃止という流れの中で、学校の統廃合に関しても、

その範囲内でやっていけるか保護者として不安が入り混じっている地域もあ

る。 
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審議内容③ 計画期間中における適正化検討対象・対象外

となった場合の取扱等について    

【審議内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【留意点】 

 

 

 

 

 

 

審議内容④ 実施計画の見直しについて          

【審議内容】 

 

 

 

 

 
 

【留意点】 

 

 

 

 

 

 

 

 基本方針改定版においては、適正化の検討のための基準を示しており、学校規模

が小学校で 11 学級以下・31 学級以上、中学校で５学級以下、31 学級以上、通学距

離が小学校で２キロメートル程度を超える場合、中学校で３キロメートル程度を超

える場合に適正化の検討を行うこととしています。 

 今回、策定する実施計画の計画期間中（平成 46 年：長期）に、これらの基準に該

当してくる学校、または該当から外れる学校が出てくることも考えられます。 

 それらの学校の取扱等について、ご意見を伺います。 

○児童生徒・学級数の将来推計は、毎年６年後まで出しています。 

○特に 11学級前後の学校は、変動しやすいので留意が必要です。 

○実施計画を変更する場合は、審議会に諮る必要があると考えます。 

○審議内容④の「実施計画の見直しについて」にも関連します。 

 今回の実施計画の策定後、最初の見直しは、「横須賀市施設配置適正化計画」の見

直しが行われる平成 33年度を想定していますが、本実施計画における基本的な見直

し基準（期間など）を示す必要があると考えます。 

 実施計画の見直しについて、ご意見を伺います。 

○児童生徒・学級数の将来推計は、毎年６年後まで出しています。 

○実施計画を変更する場合は、審議会に諮る必要があると考えます。 

○この見直し基準に関わらず、計画の推進状況、社会状況等の変化や国の施策の大

きな変更などがあった場合は見直しが必要となります。 

○見直し時期において、特に変化等が無い場合は、そのまま計画を継続することも

考えられます。 
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【第４回審議会における意見：審議内容③④について】 

 

○12 学級を割り込んだから、劇的に教育環境が悪化するということでない。市

内の半数以上が 12 学級以下になる可能性がある中で、期間中に 12 学級を

割った、割らないで対象校を増やしたり、減らしたりするのは現実的ではな

く、対象校をいたずらに増やすべきではない。12 学級になったから抜けると

いうケースは、若干柔軟に構えてもよいと思う。保護者代表の立場としては、

小規模校を統合し、学校が減る動きになるのは望ましくないと考える。 

 

○子どもの数が、このまま何もしなければ 30 年後には半数の 1 万 5 千人にな

るということが分かっている中で、規模に関わらず、地域の中にある学校と

いう考え方は非常に大事であり、重要な観点である。 
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審議内容⑤ 老朽化による建て替え等について        

【審議内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議内容⑥ 他施設機能との複合化について          

【審議内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意点】 

 

 

 

 

 小中学校の校舎等は、建設から長い年月が経過しているものが多く、今後、建て

替えの必要が生じてくることから、建て替え時期やそれまでの改修についても計画

に盛り込む必要があります。 

 また、「横須賀市施設配置適正化計画」においては、建て替えの際には、児童生徒

数等に応じて、規模を縮小することとしています。 

 老朽化による建て替え等の実施計画への位置付けについて、ご意見を伺います。 

○老朽化による建て替え等について、計画の期間は、「横須賀市施設配置適正化計画」

に基づき、平成 64 年度（2052 年度）までの目標及びそれに向けた考え方・ロード

マップを示します。また、平成 33 年度（2021 年度）までの目標及び具体的なスケ

ジュール・実行計画を示します。 

○統廃合等の検討結果によって建て替えや改修の予定が変わってきます。 

○計画上、建て替え年数や縮減率など一定の基準設定が必要です。 

 他施設機能との複合化については、「公共施設マネジメント基本方針」において、

検討することが示されており、また、「横須賀市施設配置適正化計画」においても、

事例として、ある程度将来の児童生徒数の見通しを立て、過大な部分は他の用途に

転用することが示されています。 

 小中学校における提供可能なスペースへの他施設機能の複合化について、ご意見

を伺います。 

○複合化の検討時期のパターンとしては、①適正化検討対象校における検討時、②

建て替え検討時、③提供可能スペースがある学校は随時、などが考えられます。 

○他施設の適正化の検討状況との調整が必要です。 

○学校運営に影響が無いようにする必要があります。 
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審議内容⑦ 統廃合を検討する場合の跡地利用について   

【審議内容】 

 

 

 

 

 

【留意点】 

 

 

 

 

 

【第４回審議会における意見：審議内容⑤⑥⑦について】 

○跡地は原則売却となっているが、学校は地域の拠点であるという観点から、

即、売却に結び付ける考え方は一考願いたい。 

 

○建て替え、跡地利用については、学童クラブ、子どもたちの遊び場、介護の

総合福祉事業、大震災時の避難所及び介護所など広範なところで考えていた

だきたい。 

 

○子どもたちが、安心できる地域にするには、学校というものをどのようにし

たらよいかを考えて、建て替えをしていただきたい。地域の中の役割が学校

にはあるということを考えていただきたい。 

 

○木造校舎など、人数に合わせた温かみのある建物など、いろいろな建て替え

の方式があるのではないか。また、地域の中でランドマーク的な建物として、

活用できることもあるのではないか。 

 

○子どもたちがゆったり過ごすスペースは、教育環境として本当に大事である。

子どもが活動するためには、たくさんの教室が必要である。部活動をするた

めには、グラウンド、体育館も必要であり、規模を縮小するにも、そういう

ことを考慮していただきたい。 

 

○複合化については、いろいろな人が学校に入ってきてしまうことや交通の問

題など、子どもの安全面からあまり賛成できない気持ちがある。 

 地域別協議会において、統廃合の方向で検討が進んだ場合、地域の方々は、跡地

の利用について、関心があると考えます。地域別協議会において統廃合を検討する

場合の跡地利用について、ご意見を伺います。 

○「横須賀市施設配置適正化計画」においては、跡地は原則売却となっています。 

○小中学校が統廃合となった場合、避難所などの施設の検討も必要になってきます。 

○全市的なまちづくりの観点も必要になります。 


